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1.

研究動向・成果

１．はじめに

　ダムは、治水・利水などの機能を有する重要な社

会資本であり、我が国では現在までに数多くのダム

が建設されてきた。国土交通省所管のダム（約120

ダム）においては、管理開始後50年以上を経過し

たダムが全体の約10%、30年以上経過したダムが約

50%を占める状況にある。国土交通省所管ダムにつ

いては、長期的視点を踏まえた、より効果的・効率

的な維持管理を推進するために、平成25年に「ダ

ム総合点検実施要領」1)が定められ、これに基づ

いて各ダムで30年程度のサイクルでダム総合点検

を行い、ダムの長寿命化計画が策定されつつある。

　このような背景の中、ダムの安全性及び機能を長

期にわたり保持するために、維持管理技術の高度化

が求められている。

２．ダムの維持管理技術高度化に向けた取り組み

　これまで、国土交通省所管ダムについては、所定

の機能を保持するため、各ダムの操作規則等におい

て点検及び整備に関する事項を定め、ダム管理者に

よる日常点検を実施するとともに、3年ごとを基本

として専門家等による定期検査が実施され、これら

の結果を踏まえて必要に応じて補修等を行い、適切

な維持管理に努められてきた。維持管理に関する点

検、計測、補修履歴等の情報は各ダム管理者によっ

て紙資料または電子情報の形式で蓄積されてきてい

る。

　ダムの維持管理技術を高度化するためには、ダム

土木構造物の経年劣化特性の把握及び健全度評価手

法の確立が求められるが、それらの検討を実施する

ためには、これまで各ダムで蓄積されてきた管理デ

ータを比較しやすい統一した電子情報の形式でデー

タベース化することが必要である。また、一元化さ

れたデータベースをダム管理者間で共有することに

　（キーワード）　　ダムの長寿命化、維持管理、ダム総合点検、データベース

より、施設の補修・更新時に、他ダムの事例を参考

にした幅広い検討が実現できる（図参照）。

　そこで、大規模河川構造物研究室では、ダム維持

管理データベースシステムの構築を進めている。デ

ータベースには、各ダムのデータを格納する予定で

あり、プロトタイプのシステムを構築し、順次国土

交通省所管ダムのデータ収集とデータベースへの登

録を実施している。以下に格納項目を示す。

格納データ：①基本情報（ダムの諸元と基本図面）、

②観測結果（地震、洪水の履歴等）、③点検結果（日

常点検、臨時点検、各種計測値等）、④検査結果、

⑤補修・更新情報、⑥維持管理計画。

３．今後の予定

　今後は、引き続きデータの収集と登録を行うとと

もに、ダム管理者から意見をいただき、データベー

スシステムの利便性の改良を実施する予定である。

さらに、収集した各種管理データを用いて、比較検

討、傾向分析を行うことにより、これまで知見の少

なかったダム土木構造物の経年劣化特性の解明及び

健全度評価手法の検討を進めていく予定である。
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